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公共施設の低利用時間帯の有効活用に関する提案 対話の概要 

 

実施日時 平成 27 年 11 月 18 日（水） １提案につき約 30 分間 

実施場所 秦野市役所 議会第３会議室 

参加職員 公共施設再配置推進課長 

地域福祉課長、こども育成課課長代理（こども育成担当） 

事務局：公共施設再配置推進課主査 

 

【提案Ａ】 

活用内容 不登校や引きこもりの子ども・若者を対象とした自習室の

実施 

・以前にボランティアサークルとして公民館で実施したこ

とがある。 

・自主的に学習できる場所と雰囲気を提供する。 

・最低限４～５名の受け入れをしたいが、年齢層は小学生

から 30 歳前後の「引きこもり」の若者まで幅広く受け入

れたい。 

希望施設 保健福祉センター 第２会議室 

・主に渋沢方面の生徒を受け入れたいが、地元でない方が

良い。 

・福祉や子育て支援の機能がすでにあり、受け入れる子ど

もも慣れ親しんでいる。駐車場もあるので活用しやすい。 

利用希望日数 ・隔週で週１日 

事業の継続性 ・最低１年間は継続させたい。 

懸案事項など ・事業化は初めてなので、経営ノウハウの面で若干の心配

はある。 

提案・要望 ・広報やチラシで生徒募集をさせて欲しい。 

・公民館で同様の長期利用できたら活用したい。 
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【提案Ｂ】 

活用内容 不登校者を対象とした学習支援 

・現在、学習塾を運営し、ひとり親家庭の学費のサポート

等を実施しているが、事業の間口を広げたい。 

・自施設で学習支援サービスを提供するのは採算面で難し

いので、公共施設の開放の機会を利用したい。 

・あくまで学力の向上が主目的。 

・小、中学生を対象に最高 10 名程度の受け入れ。 

・現在の事業（学習塾）と合わせて募集、告知していく。 

希望施設 保健福祉センター 第２会議室 

・駐車場があるため利用しやすい。 

・すでに福祉や子育ての支援機能が整っていて、活用内容

が施設のイメージと合致する。 

利用希望日数 ・週２日程度 

事業の継続性 ・本来であれば事業の成果は３年程度継続しないと出てこ

ないと思う。今回の最長期間（１年間）は継続させたい。 

懸案事項など ・今回の提案を事業化するのは初めてなので、採算性など

をもう少し検討する必要がある。 

・施設の使用料しだいでは民間施設の賃借の方が安上がり

になる場合もあるかもしれない。 

提案・要望 ・サンライフ鶴巻での同様の長期利用に関心がある。 
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【提案Ｃ】 

活用内容 高年齢者を対象としたパソコン教室 

・現在、パソコン操作の相談事業を実施しているが、相談員

から教室を開けないかという意見があり、提案した。 

・受講者がパソコンを持ち込む形式を想定している。 

・主に高齢者を対象に７～８人から開講したい。 

希望施設 保健福祉センター 第２会議室 

・受講者がパソコンを持ち込むため、駐車場がある方が利

用しやすい。 

利用希望日数 ・週１日 

事業の継続性 ・３ヵ月×４クールで１年間継続させたい。 

懸案事項など ・事業の実施に向けた内部の意思統一を急ぎたい。 

・インターネット接続環境がないため、無線ＬＡＮ回線の

独自調達などについて検討する必要がある。 

提案・要望 ・公民館での同様の長期利用に関心がある。 

・営利目的での利用をもっと広げても良いのではないか。 

 

【提案Ｄ】 

活用内容 子どもから高齢者までによる「健康ダンス」 

・子どもの頃から正しい姿勢を身につけ、足腰を強化する。 

・現在、自施設でダンス教室を実施しているが、「ダンスと

の出会いの場づくり」として間口を広げたい。 

・10～15 名程度の受け入れを想定している。 

・ポスティングや公共施設、商業施設でのデモンストレー

ションなどにより受講者を募集する。 

希望施設 曲松児童センター 

・できるだけ広いスペースを活用したい。 

利用希望日数 ・週２日程度 

事業の継続性 ・今回の最長期間（１年間）は継続させたい。 

懸案事項など ・最初は手拍子や掛け声で行うが、講座の過程でコンポな

どを持ち込み、一時的に音源を使用する場合がある。 

提案・要望 ・駅前広場などの活用にも関心がある。 

・利用人数によって施設の使用料が変動する制度もあって

良いのではないか。 

・曲松児童センター１階の遊戯室を活用できないか。 

 


